
















1.はじめに 

子供への親の素朴な願いとしては何よりもまず〝五体満足"であってほしい,に始まり立て

ば歩めの親ごころ,を経て元気で明るい子供に育ってほしい……………というのが極く普

通の親の願望である。このような切なる願は,裏を返せば元気のない立つことも歩くことも

できない障害を持つ子供であっては大変なことだ……………ということでもある。 

しかし,元気で明るい子供であったとしても,不幸にして,思わぬケガや事故にあい中途障

害に陥いることは誰にもその可能性を残しており,現にその悲しみに明け暮れしているひ

とも決して少なくないことも,これまた誰もが了知しているところでる。 

そこで,本報告は児童生徒いわゆる一般小中学校に在籍する小学生・中学生を対象とした事

故を中心に,その数量的視点からみた現状とその内容について検討を加え,特に,その事故(

ケガ)が主因となって永続的に障害を残すに至った対象に注目する。 

一方,肢体不自由養護学校に在籍する児童生徒のように,すでに何らかの理由で肢体に障害

を持つ児童生徒のおこす事故等についても,その数量的把握と事故内容についてふれてみ

たい。 


